
書

評

平

山

輝

男

著

『

琉

球

方

言

の

総

合

的

研

究
』

『琉球方言の総合的研究』

大
島
一

郎
・

中
本
正
智
共
著
と
副
書
し
て
あ
る
が 、

執
筆
分
担
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
不
明
だ

。

昭
和
似
年
3

月 、

明
治
書
院
刊 。

お
セ
ン
チ
×
凶
セ
ン
チ
の
大
き
で 、

本
文

m
ぺ
l

ジ 、

語
葉
四
ペ
ー

ジ 、

総
括
4
ペ
ー

ジ 、

付
録
索
引
れ
ぺ
l

ジ
。

図
版

多
数 、

フ
ィ

ル
ム
・
レ
コ
ー
ド

が
2

葉
つ
い
て
い
る 。
(
定
価
六
五
O
O
円)

「
第
1

編

総
論
」
(
ロ
ペ
l

ジ
)

と
「
第
6
編

総
括
」
(
4
ペ
ー

ジ)

は
琉

球
方
言
全
体
を
取
扱
っ

て
い
る
け
れ
ど
も 、
本
書
の
中
核
を
な
す
「
第
2

編

音

韻
」
(
四
ペ
ー

ジ
) 、
「
第
3

編

ア
ク
セ
ン
ト

」
(
打
ぺ
l

ジ
) 、
「
第
4
編

文

法」
(
河
ペ
l

ジ
)

で
は 、

奄
美
群
島
諸
方
言
と
沖
縄
群
島
諸
方
言
だ
け
が
記

録
さ
れ
て
い
る 。
「
第
5

編

詩
集
」

で
は
基
礎
的
な
単
語
聞
に
つ
い
て 、

鹿

児
島
方
言
の
ほ
か
に 、

次
の
日
方
言
の
形
が
挙
げ
て
あ
る 。

大
島
(
名
瀬 、

古
仁
屋) 、

徳
之
島
(
亀
津) 、

喜
界
島

(
志
戸
桶) 、

沖

永
良
部
島
(
瀬
利
党) 、

与
論
島
(
茶
花) 、

沖
縄
本
島
(
辺
土
名 、
奥
武〉 、

伊
江
島 、

宮
古
島
(
平
良) 、

池
間
島 、

石
垣
島
(
石
垣〉 、

波
照
間
島

調
査
は
3
固
に
亘
っ

て
行
な
わ
れ
た

。

昭
和
初出
年
夏
秋
山川
余
白 、

m却
年
夏
秋

山山
余
目 、

ω
年
夏
羽
余
目
。

被
調
査
者
の
名
前
は
「
第
3

編

ア
ク
セ
ン
ト

」

の
各
方
言
の
下
に
挙
げ
て
あ
る 。

た
だ
し 、

奄
美
群
島
に
つ
い
て
は 、

町
村
単

服

四

良日

部

位
で
ま
と
め
で
あ
る
の
で 、

誰
が
ど
の
部
落
に
属
す
る
か
不
明
だ
が 、

沖
縄
群

島
に
つ
い
て
は 、

部
落
ど
と
に
ま
と
め
で
あ
る 。

い
ず
れ
も
調
査
年
月
日
は
不

明 。「
第
2

編

音
韻」

で
は
終
始
「
音
素」

の
対
応
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が 、

示
さ
れ
た
語
例
は
1
例
ず
つ
の
場
合
が
か
な
り
あ
る 。

「
第
3

編

ア
ク
セ
ン

ト
」

で
も
語
例
が
少
な
い

。

ζ

れ
だ

け
の
大
著
だ
か
ら 、

調
査
語
そ
の
も
の

(
が
も
っ
と
多
か
っ
た
の
な
ら 、
そ
れ)

を
で
き
る
だ
け
多
く

公
刊
し
て
ほ
し
か

っ
た

。
「
第
5

編

語
梁
」

の
四
ペ
ー

ジ
は
ス
ペ
ー

ス
が
あ
き
す
ぎ
て
い
て 、
も

っ
た
い
な
い

。
1

ペ
ー

ジ
に
4

語
ず
つ
で
し
か
も 、
各
語
ど
と
に
方
言
名
が
繰
返

し
出
て
く
る

。

ち
ょ
っ
と
工
夫
す
れ
ば
と
の
繰
返
し
は
節
約
で
き
た
は
ず
だ

。

「
第
4
編

文
法」

で
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
は 、

動
詞
・

形
容
詞
の
活
用
と 、

代
名
詞
だ

。

乙
れ
だ
け
広
範
囲
に
調
べ
る
た
め
に
は 、

調
査
項
目
の
数
を
減
ら

す
よ
り

仕
方
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う 。

た
だ
し 、
「
有
る
」
「
居
る
」

に
当
た
る

動
詞
は
真
先
に
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
に 、

奄
美
群
島
諸
方
言
の

調
査
で
は
大
抵
落
ち
て
い
る
の
は
残
念
だ

。

沖
縄
群
島
諸
方
言
に
つ
い
て
は
よ

く
調
べ
て
あ
る 。

年
々
消
滅
の
一

途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
琉
球
諸
方
言
に
つ
い
て 、

で
き
る
だ
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け
多
くの

記
録が
作
ら
れる
こ
とが
望
まし
い
の
は
言うまで
も
な
い 。
そ
の

意
味で 、
本
書の
公
刊は
歓
迎
さ
れる 。
と
の
種の
研
究に
とっ
て
決
定
的
に

大
切
なの
は 、
観
察の
正
確
さ
だ
が 、
ざっ
と
拝
見し
た
と乙
ろ 、
私と
し
て

は
満
足
で
き
る
点が
多い
と
思っ
た 。
た
だ
し 、
細
か
いと
と
につ
い
て
は
次

の
点
参照 。

昭
和初
年 、
む
年 、
認
年
(お
よ
び鎚
年)
に 、
九
学
会
連
合の
奄
美大
島

共
同
調
査が
行な
わ
れ 、
国立
国語
研
究
所の
上
村
幸
雄・
徳
川
宗
賢の
両
氏

と
私と
が
参
加
し 、
そ
の
調
査
結
果の一
部が 、
同
委
員
会
編
『
奄
美 、
自然
と

文
化 、
論
文
篇』
(
昭
和MA
年3
月 、
日
本
学
術
振
興
会)
に
公
刊さ
れ
て
い
る 。

乙
の
報
告
に
は 、
官官
界
島
(9
地
点) 、
大
島
(白
地
点) 、
徳
之
島(悶
地

点) 、
沖
永
良
部
島(れ
地
点) 、
与
論
島(6
地
点)
につ
い
て
約印
語 、
日

方
言
(
沖
縄の
与
那
嶺
方
言 、
首里
方
言
を
含
む)
につ
い
て
却
語調べ
た
結

果が
記
録
し
て
あ
り 、
平
山
氏
らの
調
査
と 、
調
査
地
点の
大
部
分が一
致し

調
査
語
設に
も一
致
する
もの
が
か
な
り
ある
か
ら 、
比
較
検
討
さ
れ
れば 、

その
異
同
を
明
ら
か
に
する
ζ
と
が
で
きる 。
また
拙
著
『日
本
語の
系
統』

の
「
十二
奄
美
群
島の
諸
方
言
につ
い
て」
も
参照 。
因
み
に 、
平
山
氏
ら

は
本
警に
お
い
て
乙
れ
らの
調
査
を
引
用せ
ず
言
及
も
し
て
い
な
い 。

本
書の
所
論
を
見て
行
くと 、

賛
成の
点
も
非
常
に
多いの
だ
が
異
論
を
侠

み
た
い
点
も
か
な
り
ある 。
そ
れ
らにつ
い
て一
々
述べ
て
い
る
暇は
全
くな

い
し 、
また 、
すで
に
公
刊
し
た
見
解
は
繰
返
し
述べ
る
必
要
も
な
い
と
思

う 。
と
と
で
は
た
だ 、
本
書と
は
関
係な
く

独立
に
ずっ
と
以
前か
ら
考
えて

い
た
二
三の
こ
と
につ
い
て 、
記
し
て
おζ
う 。

平
山
氏
(ら)
は
奄
美大
島
笠
利
町
佐
仁
方
言に
お
い
て 、
円とい
う
鼻
的

子
音
音
素
を
立て
る
に
当た
り 、
次の
よ
うな
観
察を
行なっ
て
い
る 。
(お

ペ
ージ) 。〔ベ』Oベ]《

肝》

\』伊』oaO\

[』白ぺ〕《
山》

\ .ES白\

[明E
ι乙]《
米》

\}】弓耳目\

[日
空即日]
《
豆》

\ヨ曲 目耳目\

私
も
昭
和泊
年4
月日
日
に
大
島
名
瀬
市で
笠
利
村
佐
仁
出
身の
泊二
助
氏

(
明
治担
年
生)
〔
本
書四ペ
ー

ジの
笠
利
町の
話
者に
は
泊
氏の
名
は
見えな

い〕
につ
い
て 、
同じ
よ
うな
鼻
音
を
観
察し
た 。
前記
『
奄
美』
に
も
次の

例が
公
刊さ
れて
い
る 。

〔同N
Zニ]
《
爪》(仰ぺ
lジ)

[b
tZ]
《
島》(拙ぺ
1ジ)

[旧
三守口
《
雨》(制ぺ
l

ジ)

当
時の
ノ
1
ト

を
開い
て
見る
と 、
乙
の
穫の
鼻
音の
記
録さ
れて
い
る
例
は

まだ
外に
も
か
な
り
ある
が 、
特に
注目
すべ
き
もの
を
挙げる
と 、

[r .0伊D]《
雲》

[べ白
ぷ〕
《
玉》

[
EM仙]
《
鎌》

[Y
51]
《
米》

な
ど
が
あ
り 、
早い
発
音と
ゆっ
く
りし
た
丁
寧な
発
音とで 、
多
少
発
音の

異な
る
もの
も
ある 。

早い
発
音

ゆっ
く
りし
た
発
音

〔司』Dh]《
肝》

[F UF号。]

[
冨仙一]
《
島 、
郷
里》
[」いや
出

[r
ぶ伽一]《
熊(
太
郎)
》
[r w
EE]

右の
《
玉
》
《
鎌UV
を
意
味する
単
語で
も 、
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な
り 、
ゆっ
く
りし
た
丁
寧な
発
音ほ
ど
狭
くな
る 。
右
に
平
山
氏ら
が -[古川]

《
山
》と
し
て
お
ら
れ
るの
は 、
そ
うい
う
早い
ぞ
ん
ざ
い
な
発
音を
観
察し

た
もの
で
あ
ろ
う 。

私
はこ
れ
らの
発
音を
概
観し
て 、
そ乙
に
見
ら
れる
鼻
的
半
母
音(
E白色­

HNE
おBT
g毛色)
は 、
すべ
ての
場
合
を
通
じ
て
[や]
が
目
標と
なっ
て

い
る
と
認め
られ
る
と
考
えた 。
そ
し
て 、
分
布
を
見る
と

語
頭

母
音
間

〔ロ?]

[lロl]

[l自1]

[1
47]

と
なっ
て
い
て 、
[自]
と
〔争]
と
は
補い
合
う
分
布
を
な
し 、
対立
する

と
と
が
な
い 。
そζ
で 、
「
環
境
問
化の
作
業
原
則」
に
よ
り 、
[会]
は\自\

に
該
当
す
る
と
考
えたの
で
あ
る 。
乙
う
解
釈
する
ほ
うが 、
すべ
ての
音
声

事
実と
矛
盾し
な
い
ば
か
りで
な
く 、

平
山
氏
らの
説よ
り
も
音
素の
数
が一

つ
少
な
くて

す
む 。

す
な
わ
ち 、
宕
に
挙
げた
諸
例は 、
音
韻記
号で
は 、
次の
よ
うに
表記
さ

れ
る 。
「
喉
頭
化音」
は
仮
りに
イ
タ
リッ
ク
体で
表わ
す 。

\円
五回開\
《
爪》

\回一
HE\《
島 、
郷
里》

\
紅白恥\
《
雨》

\』伊080\
《
雲》

\gg曲\
《
玉》

\r曲目白\
《
鎌》

\ycg仲\
《
米》

\在日O\《
肝》

\』伊口同封印\
《
熊(
熊
太
郎の
略
称)
》

こ
れに
反し 、
喜
界
島
阿
伝
方
言の
鼻
的
副
母
音は 、
乙
れと
は
違っ
た
音

韻
論
的
解
釈をし
な
け
ればな
ら
な
い 。
(資
料は 、
昭
和田
年4
月8
日
阿

伝
小
学
校で
勝
常三
氏か
ら
調査した
も
の 。)

一
体と
の
阿
伝
方
言に
は 、
語
頭で
も
母
音
問で
も\口\
と
\口に
さ
ら
に

\ヨ\
の
対立が
ある 。
た
と
え
ば 、

「[ロ竺]
\ロ白血\
《
中》

{[』】曲目]
\ロ』印白\
《
も
う
(おそ
い)
》

「[白血件 "ロ]
\自民口\
《
松》

「[ロ円ロ仏国三
\巳ZNE w-\
《
寝る》

ι[泊三巴]
\ロk u口 "と
《
煮る
》

「[BH25]
\g
E u口よ\《
見せ
る
》

「[自己包]
\ヨロロミ《
胸》

2ybH]
\ぷロとて
《
灰》

「[H UES-]
\HEHHHH\
《
爪》

と
うい
う
分
布
状
態で
ある
所に 、
母
音聞に[」]
と[や〕
が
現わ
れ 、
し
か

も
前
者は口]
の
前 、
後
者は
[ロ]
の
前 、
と
分
布が
定
まっ
て
い
る 。
そ
し
て

[
E
SRE]
\
Ezuo叩
〈戸\《
考
え
る
》

ロ
呂田白]
\出釦Z白血\《
あ
れが
》

の
よ
うな
場合に
は[巴]
が
現れ
るの
に 、
母
音
聞に
は[巴]
が
現れ
な
い 。

そζ
で
「
環
境
問
化の
作
業
原
則」
に
よ
り 、
乙
れら
の
n界的
半
母
音は
\巴\

に
該
当
する
もの
と
解
釈
するζ
とが
で
き
る 。
そ
して 、
そ
れ
らは
\ロ\・

\ロて・
\伺\
と
対立
する 。
た
と
え
ば

[ベロロ]
\
吉田之
《
釘》

「[
宮町]
\y
昌之
《
蔭》

{[
EロH]
\
EE\
《
銭》

「[r白色]
\
宮問一\
《
萩
(
新
語)》
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門申
告]
\宮田町、《
毛》

』町

[MU{]
\MSF\《
稲
》

{[M巨〕{]
\NE巴-\《
鬼》

-〔由巳包]
\田口問一\《
杉
(
新
語)
》

〔}Hロヨ曲目]
\rロヨ曲目)H\《
乙
乙
に
》

「〔
UhUH]
\M
guロ\《
蟻
》

{[
UHHFH]
\M
g-E\《
祖母》

「〔ロ口令巳]
\ロロ問)ロよ\《
脱
ぐ
》

{〔ロロ』H巳]
\ロ
EYJ\《
飲
む
》

R
1
3比]
\ロ』勺ロ」\《
煮る
》

[口令色]
\白石口」\《
死ぬ
》

[『ロや口一]
\YEuc --\《
漕
ぐ
》

[円包守口一]\町一出口口\《
昨日
》

ま
た 、
次の
よ
うな
場
合に
も
\由\
を
立て
る乙
と
が
で
き
て 、
都
合が
よ

[}】口出仰心
\}dEU白白\《
卵
》

因
み
に 、
朝
鮮
語
(
大
郎
方
言)
に 、
円持
母
音を
「
鼻音+
母
音」
と
解
釈

すべ
き
場
合が
ある乙
と
を
拙
文
「
朝
鮮
語の
ア
クセ
ン
ト
・

モ
l
ラ・
音

節」
(『乙
と
ばの
宇
宙』
本
年5
月
号)
邸ペ
ージ

に
述べ
た 。

守的]]
\ .0ロ日『\《
今日
》

[日帥申]]
\自由ロgH\《に
ん
に
く
》

ま
た 、
私
は 、
ずっ
と
以
前か
ら 、
フ
ラ
ン
ス
語
の
鼻
母
音は
\〈Z\
と

解
釈
すべ
き
もの
と
考
えて
い
る 。

平
山
氏
。
と
は 、
沖
縄
群
島
諸
方
言の\い\
は 、
奄
美
群
島
諸
方
言
式の

\日\
が
\一\ー
に
変
化して 、
元か
ら
あっ
た\て
と
合
流
し
て
生
じ
た
と
い

、
，・L
ny臼
凶引MaF

う
乙
と
を
方
々
で
説い
て
居
ら
れ
る
一

川
μ

U。

ζ
れ
は 、
奈
良
朝日
本
語の 、
甲
類の
キ・
ヒ・
ミの

母
音を[己
と
し 、

乙
類の
キ・
ヒ・
ミ

の
そ
れを
口]
と
する
説と
同
趣の
考
えだ 。

私は 、
学
生の
と
き
か
ら 、
橋
本
進
吉
先
生が
乙
類の
キ・
ヒ・
ミ

の
母
音

を
〔
己
と
さ
れた
の
に
賛同し 、
口]
説に
は
与し
得な
かっ
た 。
その
理

由は 、
奈
良
朝の
[凸
が
平
安
朝で
[口
に
な
る
とい
うよ
うな
大き
な
変

化
は
ちょっ
と
考
えに
くい
が 、
口一]
(
特に
口]
が
主
母
音で
あれ
ば)
な

ら
ば
容
易に
口]
に
変
化
する
と
考
え
得る
か
らで
ある 。

その
後 、
音
韻論
的
考
察から 、
次の
よ
うに
考
える
よ
うに
なっ
た
けれ

ど
も 、
そ乙
に
は
同じ
趣
旨が
保
た
れて
い
る 。
(
拙
著
『日
本
語の
系
統』揃

ぺ
lジ

な
ど
参照 。
な
お乙
の
問
題
につ
い
て
は 、
稿を
改め
て
詳
論
し
た
い

と
考
え
て
い
る 。)
た
と
え
ば 、
キ
につ
い
て記
す
と 、

wm

h問
掛恒

川相
凶刈

輔副

号
潜
[}昨日]
\rh\
↓
〔在]
\主\

円、
潜
[rJ]
\r一\
↓

[在〕
\在\

乙
乙
に
[在]
で
表わ
し
たの
は 、
現
在の
東
京・
京
都な
どの
方
言の
「キ」

と
同
じ
よ
うな
発
音で
ある 。

そ
し
て一
時
代
前の
首里
方
言に
も 、
右の
奈
良
朝日
本語
と
同じ
よ
うな

音
韻
構
造が
あっ
て 、
次の
よ
うな
音
韻
変
化が
起こっ
た
もの
と
考
える 。

割
方
眼.
岡

uq
川

[在]
\rk\
↓

〔
壬]
\口一\

[
主]
\乞\
↓

[在]
\E\

ζ
の
よ
う
な
変
化
は 、
首皇
方
言で
は
「カ
行」
ば
か
りで
な
く 、
その
他の

行に
も
起ζっ
た
もの
と
考える 。
た
と
え
ば 、
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百
三]
\ロ
ぞ
↓

〔
」己]
\口一\

{[口同]
\ロミ
↓

[
』己]
\ロミ

一[己]
\曲怯\
↓

[ロ]
\包\

{[包]
\包\
↓

[己]
\巴\

と
の一
時
代
前の
「
ナ
行」
の
構
造は 、
前
述の
喜
界
島
阿
伝
方
言に
見
ら
れ 、

「サ
行」
の
構
造
は 、
平
山
氏
らが
記
述さ
れた
伊
江
島
方
言
(

問)(以
下〉

に
その
例
が
見
ら
れる 。

首里
方
言の
士
族K
見
ら
れる
[己]
と
守口
の
区
別は 、
こ
の
方
言で

前
記の
よ
う
な
音
韻
変
化が
起乙っ
て
後に 、
すな
わ
ち
婦
女
子の
発
音が
こ

の
よ
う
に
なっ
た
後に 、
士
族の
男の
子が 、
特
別な
発
音
訓
練で
[コ]
の

ほ
か
に
守口
とい
う
発
音を
獲
得
する
も
の
で
あっ
て 、
乙
の
[包]
は
音

韻
体
系の
すき
ま
に
は
い
る
もの
と
し
て 、
次の
甲
案の
よ
う
に
解
釈
すべ
き

だ 。

『琉球方言の総合的研究』

甲
案

乙
案

〔」ぷ]
\回一\

〔し「』]
\凹』』\

〔凹F]
\包\

[包]
\包\

も
し
乙
案の
よ
う
に
解
釈
する
と 、
「カ
行」
「タ
行」
「ナ
行」
「ハ
行」
「マ

行」
「ラ
行」
等
に
(かつ
て
は
少な
く
と
も
その一
部
分
に
あっ
た
が)
今
は

無い
\
♂て
と
い
う
構造
を 、
と
の
方
言の
すべ
て
の
話
し

手が
発
音で
き

る
基
礎
的
な[己]
とい
う
音
節の
音
韻
論
的
解
釈に
特
込
む乙
と
と
なっ
て 、

不
適
当で
ある 。

さ
て 、
奄
美
大
島の
た
と
え
ば
名
瀬の
方
言で
は 、
次の
よ
う
な
音
韻
変
化

が
起ζっ
た
もの
と
考
え
る 。

〔在]
\rb\

割

言
論

抽出

uq

叫

↓
[F口
\在\

[
主]
\在\
↓
[r己
決小\

た
だ
し 、
と
の
現
代
語の
構造
につ
い
て
は 、

(

同)

に
述べ
た
よ
う
に 、

[FF]
\r写\

[rF]
\r目\

と
解
釈
すると
と
も
不
可
能で
は
な
い
が 、
と
乙
に
示し
た
解
釈の
方が
無理

が
少な
い
か
も
知れ
な
い 。

乙
れ
を
要
する
に 、
平
山氏の
よ
う
に
奄
美
式の
\円\
が
\】\
に
変
化
し

て
首里
方
言
式の\之
が
で
き
た 、
と
せ
ずに 、
両
方
言は 、
こ
の
点で
その

い
ずれ
と
も
異な
る
祖
形か
ら 、
別々
の
方
向に
変
化
し
た
と
す
る
の
で
あ

Z叫 。

拙
著

『日
本
語の
系
統』

その
他
述べ
た
い
と
と
は
多い
が
今
回
はζ
れで
筆を
お
く 。

平
山
氏
らが

多
くの
時
間と
労
力
を
費し
て
公
刊さ
れた
労
作は 、
学
界に
大き
な
貢
献を

な
す
もの
と
信
ずる
が 、
同
時に 、
琉
球
方
言は 、
そ
の
記
述
的
研
究だ
けで

も 、
な
すべ
きと
とが
ま
だ
極
め
て
多い
と
と
を 、
特に
強
調し
て
お
き
た

ー
東
京
大
学文
学
部教
授
l
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